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本計画の特徴

■  

■  

■   

■   

[建築概要]
滋賀県大津市坂本3丁目

分譲住宅４戸

木造２階建

敷地面積　:　120.50㎡〜　122.19㎡

建築面積　:　53.82㎡〜　65.44㎡

延床面積　:　93.18㎡〜　101.64㎡
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一般的な建物配置

本計画の建物配置

バルコニー
バルコニー

バルコニー

バルコニー
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サンルーム
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サンルーム
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子供室１

子供室１

子供室１

子供室１
子供室２

子供室２

子供室２

子供室２

ヤマボウシ
（株立・落葉） H3m

ヤマボウシ
（常緑） H1.8m

シマトネリコ
（株立・常緑） H3m

シマトネリコ
（株立・常緑） H3m

ヤマボウシ
（株立・落葉） H3m

シマトネリコ
（株立・常緑） H3m

ソヨゴ
（株立・常緑） H2m

ソヨゴ
（株立・常緑） H2m

オリーブ
（常緑） H2m

ソヨゴ
（株立・常緑） H3m

カツラ
（株立・落葉） H3m シラカシ

（株立・常緑） H3m

エゴノキ
（株立・落葉） H3m

エゴノキ
（株立・落葉） H3m

ナナツバキ
（株立・落葉） H3m

キンマサキ
（目隠し樹） H1.2m

イロハモミジ
（株立・落葉） H3m

ヒメシャラ
（株立・） H2m

シマトネリコ
（株立・常緑） H3m

シマトネリコ
（株立・常緑） H3m

シマトネリコ
（株立・常緑） H2.5m

シマトネリコ
（株立・常緑） H3m

カツラ
（株立・落葉） H3m

ヒメシャラ
（株立・） H2.5m

（建物配置を回転させて獲得できる変化ある正面性と三角形の外構空間）

バードタウン坂本レイクゲートヒルズⅣ期 琵琶湖西部、 大津市坂本に建つ北向き４戸の分譲住宅である。 一般的に分譲住宅は道路

と平行に配置するところ、 角度を２０度振って建物を配置させ住宅の正面性に変化を与えた。

隣家と重複する外壁の長さが半分になり、 採光もより確保でき、 隣家間のプライバシーも

確保される。 この建物配置により、 敷地四隅に三角形の特徴ある外部空間が生まれた。

一般的な分譲住宅配置は、 正面壁面と
道路が平行となる

建物配置を振ることで、 住宅の正面性を
増やすことが可能となった

建物配置を振ることで、 住宅の正面性を
増やすことが可能となった

道路に対して角度をつけることで、
三角形の外構空間が生まれる

角地住居の駐車場は

前入前出が可能

角地住居の駐車場は

前入前出が可能

建物配置を傾けて確保した敷地角の

三角スペースは植栽スペースとして

活用し豊かな街並を創出

建物配置を傾けて確保した敷地角の

三角スペースは植栽スペースとして

活用し豊かな街並を創出

建物配置を傾けて確保した敷地角の

三角スペースは植栽スペースとして

活用し豊かな街並を創出

室内にあっては視線が干渉しない

ためプライバシーを確保できる

室内にあっては視線が干渉しない

ためプライバシーを確保できる

建物配置を振ることで隣家壁面と

干渉しないところに開口部設置が

可能となった

建物配置を振ることで隣家壁面と

干渉しないところに開口部設置が

可能となった

建物配置を振ることで隣家壁面と

干渉しないところに開口部設置が

可能となった

建物配置を振ることで、隣家壁面と

干渉しないところに開口部設置が

可能となった

３面外壁が確保できる個室は、

開口部をバルコニーに面して

設け、プライバシーを確保

３面外壁が確保できる個室は、

開口部をバルコニーに面して

設け、プライバシーを確保

２階平面図

１階平面図 S=1/150
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